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研究の概要 

「一次的ことば」から「二次的ことば」への円滑な接続 

～言語環境を中心としたスタートカリキュラムの作成を通して～ 

 

本研究のテーマは「『一次的ことば』から『二次的ことば』への円滑な接続」である。研究の背景・目的、

方法は以下の通りである。 

 

【研究の背景と目的】 

幼児教育と初等教育の円滑な接続が希求される要因として、幼児教育と初等教育の「学び方の違い」が挙

げられる。一方、岡本夏木の論考からは、幼児教育と初等教育の接続にあたる入門期は、「『一次的ことば』

から『二次的ことば』への移行期」でもある。つまり入門期とは、「学び方の大転換」という側面だけでなく

「言語環境の大転換」という側面がある。 

そのため本研究では、幼児教育と初等教育の円滑な接続を実現するために、言語環境を中心としたスター

トカリキュラム並びに国語科のカリキュラムを作成することが目的である。 

 

【研究の方法】 

① 国語科教科書の入門期の学習材に見られる「一次的ことば」と「二次的ことば」の実態調査 

② 「話すこと・聞くこと」「書くこと」の活動における児童の「一次的ことば」と「二次的ことば」の 

実態調査 

③ ①②の調査を鑑みた、「一次的ことば」から「二次的ことば」への円滑な接続を実現するスタートカリ 

キュラム並びにカリキュラムの作成 

【論文】 

・「生活科との関連を図る上での国語科教科書の役割に関する一考察 

 ―身近な自然を観察する学習を手がかりに―」 

・「小学校 1年次における『説明的な文章を書く活動』の困難要因に関する一考察 

～発達心理学の論考を手がかりに～」 

■「幼児教育と初等教育の円滑な接続」を実現 

学習指導要領には「学校段階間の円滑な接続」として、幼児期の教育と初等教育との円滑な接続を希求し

ている。その要因として挙げられているのは幼児教育と初等教育の「学び方の違い」である。一方、幼児教

育と初等教育の接続にあたる入門期は、「子どもを取り巻く言語環境」の転換期でもあり、「コミュニケーシ

ョンの側面」からも「学びの対象の側面」からも「一次的ことばから二次的ことばへの転換」の時期にあた

る。そのため、「学び方」だけでなく「子どもを取り巻く言語環境」を鑑みた上で、幼児教育と初等教育の円

滑な接続の実現を図っていく。 
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